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を行っている。Clarida, Gali, and Gertler（1999）による自国と外国の２国モデルを採用し、為替レートと
金融政策の関連性をシミュレーションによって明らかにする。モデルはニューケインジアンタイプのDSGE













利潤最大化行動さらに財の種類の多様化、経済の均衡条件を考慮に入れ、動学的 IS 曲線 DIS や価格硬直性
の下でのニューケインジアン・フィリップス曲線NKPCを導出している。財の多様化によって消費者物価




























































た Poole（1970）の議論（経済のショックが主として IS ショックのときはマネーの固定が、逆に LMショッ
クのときは利子率の固定が最適となる）と同質のものであり、妥当な結論と言える。また本章のモデルは
IS・LMモデルに比してはるかに精緻なモデルであり、より高度な経済構造を構築したモデルとなっている。
　第５章では、小国開放経済モデルを想定してDSGE モデルを展開している。１国経済モデルにすると外
国の変数を外生化できるので、家計の効用極大化や企業の利潤最大化行動はより詳しいものにすることがで
きる。さらに財の種類に関しても0, 1の間に連続的に存在すると仮定することで、多様性をもたらしている。
そのためインフレーションも、国内（自国財のみ）インフレーションと自国財に輸入財を含んだインフレー
ションを区別することが可能となり、それに応じて金融政策の反応関数も多様なものを分析することが可能
となり、多くのケースのシミュレーションが行われ、多くの知見が得られている。
　もちろん、本論文には課題が存在する。
　第２章は、GDPの主要な構成要因である消費や投資について分析されていない点が課題として残る。　
　第３章は、短期制約、長期制約のそれぞれの意義と問題点を明らかにしつつ、それぞれの結果を比較対照
しながら、得られた結論を吟味する必要があり、何が新しい結果なのか、本章の分析の新たな貢献がどこに
あるのかが、分かりにくい点が惜しまれる。
　第５章では、小国モデルを使ったことにより、２国モデルの第４章と比較することが可能となっている。
大きな結論（アウトプットギャップとインフレーションギャップが同方向かどうかでより望ましい金融政策
ルールが違う）は第４章と同じであることは分かったが、他に指摘されている類似点や相違点からどのよう
なインプリケーションがあるのかを論じることが望まれる。
　第４章、第５章のDSGE モデルにおけるパラメータのカリブレーション値が必ずしも日本経済を示す値
ではないが、なぜこのカリブレーション値を採用したのか、説明が必要であるし、小国経済モデルから２国
モデルが自然な流れであると考えられるが、なぜ逆の展開なのかを説明する必要があろう。
　全般的にモデル、分析方法、分析結果の説明が多くなされているが、そこから出てくるインプリケーショ
ンの説明が少なく、得られた結果をもう少し丁寧に説明しなければ、分析の価値が十分伝わってこないとこ
ろがある。
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　今後取り組むべき以上のような課題があるものの、研究者の出発点として本論文が極めて優れた研究であ
ることを認め、審査委員全員は本論文の提出者が博士（経済学）学位を受けるに値すると認めるものである。
